
第３学年○組 技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

指導者 ○○ ○○  

１ 題 材 「ビッグデータによる植物工場における環境の最適化を図ろう」 

２ 指導観 

〇 第５期科学技術基本計画において，Society5.0 が提唱され，IoT や AI の進展が計画されている。そ

の中でも，センサから得られるビッグデータを利用したデータサイエンスによって，人間では見出す

ことができなかった新たな価値を創造することによって，生活や社会，産業の発展が期待されている。 

本題材では，植物工場における温度や湿度，CO2 濃度，照度を変数として，光合成量を高める要因

を探ることを通して，作物の特徴を捉えると共に，各センサから得られるデータから最適値をプログ

ラミングによって見出すことをねらいとする。学習内容としては，作物の環境調整方法や栽培技術，

Python によるプログラミング，プログラミングの役割と基本的な構成，センサの特徴，ビッグデータ

の活用方法などがある。なお，本題材では，データによる最適値を見出す過程において，データを選

択することや，プログラムのデバック作業をすることによるトライアンドエラーの習慣を身に付ける

ことができる。また，植物工場の各センサの値を利用することによって，莫大なデータの収集や分析

を行い，有益な情報を導き出すことができる。これらのことから，本題材を学習することは，作物の

特徴を考慮した栽培方法を踏まえ，データを活用したプログラミングによる問題解決によって，より

よい生活や持続可能な社会の構築に向けた実践的な態度の育成ができるため意義深いと考える。 

〇 本学級の生徒は，中学校第２学年で，生物育成の授業において，スプラウトを育成するために，セ

ンサとして CdS セル，アクチュエータとして LED を使用したプログラミング学習の経験がある。事前

のアンケートでは，データを用いたプログラミングに興味があるか問うたところ，74％の生徒がある

と答えた。また，データを活用することは必要かと問うたところ，90％の生徒があると答えた。デー

タを使って何かの問題解決を行った経験があるかと問うたところ，20％の生徒があると答えた。ある

と回答した内容として「部活動の成績の分析」「総合の学習の時間のアンケート」「係活動の改善」な

どであった。あると回答した生徒は，データの収集，分析を行った詳細が記載されていた。さらに，

データを用いた技術に対する不安があるか問うたところ，34％があると答えた。これらより，データ

を活用することに対する価値や，プログラミングによる問題解決をする意欲が高いことが分かった。

しかし，データを活用して問題解決をしたという実感をもつ生徒が少ないことから，データを収集す

る場面を設定することや，プログラミングによって結果を可視化し，問題解決する過程を実感させる

ことが必要だと考えられる。新しい情報技術における不安感に対しても，題材末に活用方法を考案す

ることや，適切に活用するための管理・運用の在り方を考案するなど倫理観を醸成する必要がある。 

○ 本題材の指導にあたっては，植物工場を準備し，光合成量を高めるために，各センサから実際にデ

ータを収集し，プログラミングによって結果を分析・可視化することによって問題解決する能力を育

成することねらいとする。そのためにまず，プログラムの役割とデータのもつ価値について調べさせ

る。ここでは，生活や社会におけるデータの利活用方法を捉えさせるために，コンピュータやネット

ワークが発展した様子を図示し，コンピュータが扱う情報量の差異について問う。次に，２変数のデ

ータの活用方法について調べさせる。ここでは，データから特徴量を抽出させるために，プログラミ

ングによって２変数の相関係数やヒートマップ，散布図を作成するよう促す。さらに，複数のデータ

を用いてプログラミングさせる。ここでは，データ分析の必要性を実感させるために，植物工場モデ

ルのセンサから得られるデータを提示し，計算量の多さについて問う。また，植物工場モデルの最適

な環境を考察させるために，各データで色分けしたシート用意し，分析結果を情報共有ソフト上で比

較するよう促す。最後に，生活や社会の問題に対して IoT データを活用した解決方法を提案させる。

ここでは，センサの発達による生活や社会の利便性・安全性の向上について捉えさせるために，スマ

ートフォンに使用されているセンサを提示し，それぞれの役割について問う。 

３ 目 標 

 ○ 植物工場における環境調整方法を把握し，Python を使用してデータを読み込むことや各変数の相関

関係をプログラムすることができる。 

 ○ 植物工場における温度や湿度，CO2 濃度，照度を変数として，生産性や経済性を高める最適な条件

を考案することができる。 

 ○ ビッグデータの活用によって，多くの分野に変化をもたらすことに気付き，情報の技術における新

たな価値を創造しようとすることや適切な管理・運用の方法を考案しようとしている。 

個人情報保護のため， 

生徒観は省略しています。 



４ 計 画（８時間）     知：知識・技能 思：思考・判断：表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配時 学習活動・内容 主な手だて（○） 評価の観点 

一 １ 

 

 

 

１ プログラムの役割とデータ

のもつ価値について調べる。 

 ・コンピュータの計算速度 

・ネットワークの発展とビッグ

データの関係 

○ 生活や社会におけるデ

ータの活用方法を捉えさ

せるために，コンピュータ

やネットワークが発展し

た様子を図示し，機器が扱

う情報量の差異について

問う。 

態：コンピュータやネッ

トワークの発展によ

るデータの関係性を

捉えようとしている。 

二 ２  

 

 

 

 

２ ２変数のデータの活用方法

について調べる。 

（1）単回帰モデルを作成する。 

 ・身長体重の関係性 

 ・Python によるプログラミング 

（2）植物工場における照度と光

合成量の関係を調べる。 

・照度の光合成量の相関関係 

 

 

 

 

 

○ 単回帰モデルにおける

２変数の関係を明らかに

させるために，身長と体重

のデータからモデルを作

成するよう促す。 

 

○ データから特徴量を抽

出させるために，プログラ

ミングによって２変数の

相関係数や散布図を作成

するよう促す。 

 

 

 

 

 

知：データを活用したプ

ログラミングの特徴

を捉え，２変数からの

単回帰モデルが作成

できる。 

 

知：２変数の相関係数や

散布図が作成でき，特

徴を読み取ることが

できる。 

三 ４ 

 

 

３ 複数のデータを用いてプロ

グラミングする。 

（1） 植物工場モデルの条件を捉

える。 

 ・温度・湿度センサの特徴 

 ・CO2 センサの特徴 

 ・照度センサの特徴 

○ データ分析の必要性を

実感させるために，植物工

場モデルのセンサから得

られるデータを提示し，計

算量の多さについて問う。 

知：センサの値をプログ

ラムによって読み取

ることができる。 

本 

 

時 

（2）～(3）作物の光合成量が最

大となる条件を調べる。 

 ・データ数がもたらす計算結果

の違い 

・CO2 濃度がもたらす光合成量

の違い 

○ 植物工場モデルの最適

な環境を考察させるため

に，各データで色分けした

シートを用意し，分析結果

を情報共有ソフト上で比

較するよう促す。 

思：センサの値を用い

て，光合成量を高める

条件をプログラムに

よって見出すことが

できる。 

 

（4） 植物工場における最適な環

境をまとめる。 

 ・植物工場における生産性や経

済性を高めるための技術 

○ 生産性や経済性を高め

るための植物工場の技術

を捉えさせるために，作物

の光合成や葉の成長に必

要な光の色について問う。 

思：生産性や経済性を考

慮した植物工場を考

案することができる。 

四 １ ４ 生活や社会の問題に対して

IoT データを活用した解決方法

を提案する。 

 ・ビッグデータの活用方法や管

理・運用の方法 

 ・Society5.0 で実現される社会 

○ センサの発達による生

活や社会の利便性・安全性

の向上について捉えさせ

るために，スマートフォン

に使用されているセンサ

を提示し，それぞれの役割

について問う。 

態：生活や社会の問題点

を明らかにし，データ

の収集・解析の可能性

を探り解決方法を創

造しようとしている。 

学習課題  

植物工場における作物の育成に最適な環境を，センサか

ら得られるデータを用いて見出しなさい。 



５ 本 時  令和４年１１月１０日（木） 第４校時 計画 第三次の３ 技術室にて 

（1） 主 眼 

○ 複数のセンサから得た大量のデータを活用し，プログラムによって分析する活動を通して，作物

の光合成量が最大となる植物工場モデルの条件を説明することができる。 

（2） 準 備 

①植物工場モデル（温度センサ，湿度センサ，照度センサ，CO2 濃度センサ） ②ワークシート  

③照度と光合成量の関係を示した図 ④分析結果を色分けして入力が可能なシート 

（3） 過 程           Ⅰ…コンフリクト Ⅱ…内化１ Ⅲ…外化（内化２） Ⅳ…リフレクション 

学習活動・内容 準備 段階 主な手だて（○）評価（◇） 形態 配時 

１ 複数のセンサから得られ

るデータがもたらす結果を

予想する。 

・データ数と結果の信憑性 

 

 

 

 

 

２ 作物の光合成量が最大と

なる条件をプログラミング

によって分析する。 

・各変数の相関関係による

分析方法 

 ・計算結果のグラフ化する方

法 

 

３ 各データが与える作物の

光合成量について話し合う。 

・CO2 濃度の違いによる光合

成量の違い 

  

 

 

４ 作物の光合成量が最大と

なる条件をまとめる。 

・温度・湿度や CO2 濃度，

照度の違いによる光合成

量の最適値 

① 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

○ データ数がもたらす結果の差異に気

付かせるために，データを活用して業

績を上げている企業の取り組みを例示

し，どのようなデータの種類を変数と

しているか問う。 

 

 

 

 

○ 植物工場モデルにおける作物の光合

成量が最大となる条件を求めさせるた

めに，各センサから得られた大量のデ

ータを用意し，プログラムを使って各

データの相関関係を算出するよう促

す。 

  

 

○ 各データが与える作物の光合成量の

分析結果から植物工場モデルの最適な

環境を考察させるために，各データで

色分けしたシートを用意し，分析結果

を情報共有ソフト上で比較するよう促

す。 

 

○ 作物の光合成量が最大となる条件を

まとめさせるために，温度や湿度，CO2

濃度，照度の具体的な数値をグラフに

よって読み取るよう促す。  

◇ 作物の光合成量最大値を，プログラ

ムを使用して分析し，温度・湿度や CO2，

照度による違いによって説明すること

ができたか。 

＜ワークシート分析＞ 
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１０ 

 

 

 

めあて 

 複数のデータを活用し，光合成量が最大

値となる条件を見出そう。 


